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平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 4-02 部・課 企画部　次世代サポート課

実施方法
国庫･
県単

県が直接実施、一部委託（委託先：株式会社エイムス）

事　業　名 長野県子ども・若者応援計画策定事業

実施期間 H23 根拠法令等

2851

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

県内の行政機関、関係団体、NPO等との連携を深め、子ども・若者施策の総合的推進を図るため、子ども・若者育成支援推進
法に基づく、「長野県子ども・若者応援計画」を策定する。

対　象 県内の子ども・若者

目指すべき姿
県内の子ども・若者や若者のニーズを十分に取り込んだ適切な計画を策定し、子ども・若者に対する各種の支援を総合的に
実施する。

事業内容

○長野県子ども・若者応援計画を策定（Ｈ24年度中）
○県内の小中高校生の生活実態や意識を把握するため、アンケート調査実施
○地域における支援ネットワーク構築の基礎資料とするため、県内の子ども・若者を支援している機関、NPO等調査
○県内の高校生の生の意見を聞くため、県下2会場で討論会実施
○有識者による計画策定に向けた検討会の開催

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位 22年度

　概　算
　人件費

人

千円

千円 0

1,368

千円 11,811

千円 7,037

千円

16,516

23年度事業費の主な内訳23年度 24年度（当初）

4,396

11,821 ・委託料（青少年意識調査）　：2，361千円

―

2.00

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>

計画検討委員会の開催(活） 回

2.00

0 16,516

成果指標・活動指標内容 単位 22年度

青少年討論会（高校生参加）
（活）

人

24年度（見込）

3,758

23,553 28,337

‾
0回

④
事
業
の
成
果

事業の目標(H23) 事業成果・評価

生活状況や将来に対する考え
方アンケート調査（小学5年
生、中学2年生、高校2年生）
（活）

人

③
事
業
実
績

評価区分

⑤
事
業
の
課
題

区　分 判　定　・　説　明

事業ニーズの変化 判
定
の
説
明

□　余地あり

■　増加

事業改善（有効性・
効率性）の余地

□　余地あり

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

・平成22年4月1日施行「子ども・若者育成支援推進法」に基づく、「長野県子ども・若者応援計画」の策定に向け、
県内の行政、関係機関、ＮＰＯと連携を深め、子ども・若者支援の総合的な推進を図るため、青少年問題協議会で
協議を進める。

特記事項

■　余地なし

・有害情報の氾濫等、子ども・若者をめぐる環境の悪化、ニート、
ひきこもり、不登校、発達障害の子ども・若者の抱える問題の深
刻化、従来の個別分野における縦割り的な対応では限界という
背景がある中で、計画を策定するニーズは増加している。
・計画の策定は、都道府県の努力義務であるので余地なし。

b
期待どおり

□　横ばい □　減少

□　当面余地なし

□　当面余地なし

■　余地なし

県の関与を見直す
余地

内　線

E-mail

担
当
課

長野県子ども・若者応援計画策定のため、小・中学
生、高校生の生活意識調査及び支援団体等の調
査の実施をする。

長野県子ども・若者応援計画策定のため、小・中学生、高校生の生活意識
調査及び支援団体等の調査を実施した。

jisedai@pref.nagano.lg.jp

（会議の開催が中心の事業で報酬や旅費は定まっているた
め、効率指標は算定しない）

・子ども・若者育成支援をしているＮＰＯ等の団体を調査し
た。

左記以外のH23年度実績

国庫補助事業・
県単独事業

子ども・若者育成支援推進法

67

4回

23年度


